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概要
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックが起きた当初、企業にとって最大の課題
は、いつ、どのようにして職場を再開させるかということでした。しかしそれから半年以上が過ぎた
今、「職場」の概念は明らかに激変しました。3 部構成のシリーズ第 1 回目となるこのレポートでは、
企業の成長を促進するための、分散型オフィスの役割を探ります。COVID-19 のパンデミックによっ
てもたらされた重要な変化や、マクロ経済、業界、デザイン・設計、テクノロジーの動向を考察するほ
か、さまざまな業界のビジネス リーダーによる知見や戦略をご紹介します。こうした動きから、今後
検討すべきビジネス戦略が明らかになるでしょう。 

また、本シリーズ第 2 回目のレポートでは、人にフォーカスして考察していきます。この 1 年間に起
きたことによって、顧客、従業員、パートナーとの関わり方がどう変化したか。また、デジタル エクス
ペリエンスの構築によって、いかに相互の信頼関係を育むことができるかに焦点を当てます。さら
に本シリーズの最後、第 3 回目のレポートでは、前例のないこの困難な状況下で、ビジネス リーダ
ーたちがビジネスの成長と成功を実現するための、さまざまなチャンスに注目します。
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た。感染拡大は続き、結果的に業務プロセスや
日常生活に変化がもたらされました。

分散型の職場環境へと移行する動きは、間違い
なく COVID-19 によって加速しましたが、それ
以前から既に始まっていました。スイスに拠点
を置く IWG が実施した調査によると、2018 年
の時点で、業務従事者の 70% が週 1 回以上、 
53% が週の半分以上、リモート勤務していまし
た。5 つまり、COVID-19 が発生した頃には既に、
職場と自宅の融合はかなり確立されていたので
す。

ただし、パンデミック以前は職場で働く選択肢 
（またはその必要性）もあった点で、現在とは
異なります。かつて在宅勤務は例外的なケース
でしたが、今では当たり前になりました。当然、
国、職種（オフィス ワーク、施工、倉庫業、技術開
発、製造、エッセンシャル ワークなど）、生活状
況などのさまざまな要因によって、状況は大きく
異なります。

この制約の多い予測不可能な状況は、これから
もまだしばらく続くであろうことが、徐々に明ら
かになってきました。この状況から起こる変化
は、今後長く持続するものとなるでしょう。

はじめに
2019 年 12 月 31 日、世界中の人々が新年を迎
える準備をしていた頃、米国疾病対策センター
（CDC）は中国で COVID-19 のクラスターが
発生したことを把握し、米国保健社会福祉省
（HHS）に提出するレポートの準備を始めまし
た。1 それから 3 ヵ月あまり経った 3 月 8 日、イ
タリア北部の住民 1,600 万人以上を対象に外
出禁止令が発令され、2 その数日後の 3 月 13 日
には、トランプ大統領が COVID-19 の発生に伴
う国家非常事態を宣言しました。3

こうして 2020 年に、世界的な在宅勤務の実験
が始まったのです。

当初は、このパンデミックが比較的短期間のう
ちに直線的に収束するだろうと予想されていま
した。あるいは、人々はただ、そう願っていまし
た。世界中の企業が「職場再開」のガイドライン
やホワイトペーパーを発行し、コンサルティング
会社は新たなサービスの提案に追われました。
ビデオ会議が一気に広まり、Zoom の 1 日あた
りの会議参加者数は、2019 年 12 月の約 1,000 
万人から、2020 年 4 月には 3 億人以上に急増
しました。4 しかし COVID-19 は、とうてい短期
間で直線的に収束するものではありませんでし
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それを踏まえると、「元の日常に戻る」ことを前
提とした「職場再開」を、個々に実現するのは無
理があります。職場はもはや特定の固定された
場所ではなく、必須条件や環境によってさまざ
まに異なる動的な概念となりました。

今課題となるのは、どのような職場を再構築す
ることで、ビジネスの価値を高めることができる
かです。
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し、オフィスで勤務することに慣れてきた大多数
の人々は、安定したインターネット接続のあるド
ア付きの静かな場所を探し求めているばかりで
なく、ストレスや羞恥心など、さまざまな悪影響
が生じています。「従業員の中には、背景を見ら
れるのが恥ずかしいからといってカメラをオン
にしない人がいます」と、Gensler の社長兼マネ
ージング ディレクター、Randy Howder 氏は言
います。「多くの同居人と暮らしている若い従業
員の多くは、浴室から Zoom 会議に出席します。
家の中で唯一プライバシーを確保できる場所
が、浴室だからです」

基本的なインフラの状況は、パンデミックの観
点だけでなく、地域によっても大きく異なりま
す。たとえばアフリカでは、リモート ワークの推
進はかなり困難です。他の地域では当たり前の
必需品、たとえば電力やネットワーク接続、ノー
ト PC、さらには食料さえもが圧倒的に不足して
いるからです。

サハラ以南のアフリカに投資しているテクノロ
ジー ベンチャー キャピタル、EchoVC の創立者
兼マネージング ゼネラル パートナーの Eghosa 
Omoigui 氏は、こう振り返ります。「パンデミッ
クが始まったときに私たちは、アフリカにある
すべての投資先企業の CEO に電話をして、従業

影響の特定 

医学的に COVID-19 が非常に手強い理由の 1 
つは、これが新型ウイルスである点です。人々は
このウィルスに感染したことがないため、これ
に対する自然免疫を持っていません。この生物
学的な免疫の欠如により、世界中の人々がこれ
までに前例のない方法で行動するようになり、
物理的な環境の利用方法に影響をもたらして
います。

オフィスは無人になっていたり、はるかに少ない
人数で運営されていたりします。建設現場では
ソーシャル ディスタンスが確保されています。住
宅では両親と子供、同居人同士などが共に自宅
にこもる生活を強いられるなか、作業用の静か
な空間や安定したインターネット接続の取り合
いになっています。この状況に対処できる人も
いますが、どうにもならない人もいます。

さまざまに異なる影響

リモート オフィス体験
比較的高い年齢層の経済的に余裕のある人々
は、高速 Wi-Fi を備えたプライベートなホーム 
オフィスを用意することもできるでしょう。しか
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員リストを送るように依頼しました。そして弊社
が費用を負担して、ディーゼル燃料と電気通信
会社のデータ パッケージを購入しました。投資
先企業の従業員が住んでいるアパートの多くで
は、午後 7 時から午前 7 時までしか発電機が稼
働しないことが分かったからです。つまり、その
ような環境で在宅勤務となっても、日中はまっ
たく電力が使えません。また、従業員の彼らにモ
バイル データ パッケージや発電機を動かすた
めのディーゼル燃料を買う余裕があるとは限り
ません。

従来の指標と現状の間のずれ
さらに Omoigui 氏は、これまで経済情勢を把
握するうえで頼りにしてきた指標の多くに、矛
盾が生じつつあることにも気づいたと言いま
す。「パンデミックが始まった当初は、米国の経
済が非常に気がかりでした。米国の企業は反
脆弱性に欠けているため、それが心配だった
のです。また、人々が思っているほど経済には
回復力がないのではないかと、やや疑念を抱
いていました。

振り返ってみて興味深いのは、ガタついている
米国経済と、好調な株式市場の奇妙な取り合わ
せです。その状況に、誰もが混乱しました。米国
株式市場だけを見れば、「これはすごい、めちゃ
くちゃ盛り上がってる」と思います。その一方で
企業に目を向けると、大手企業でもオフィス賃
料を支払えないような状況になっています。解
雇が忍び寄り、政府が介入してきます。奇妙な状

況が混在しているのです。一方、これまで常に混
乱や無秩序に対処し続けてきたアフリカの企業
は、もっとうまくこうした混乱から立ち直ること
ができたように、私たちには見えました」

倉庫と軽工業
多くのオフィスが無人になりましたが、すべてが
そうではありません。倉庫、配送センター、軽工業
施設は、ソーシャル ディスタンスの要件を満たし
つつ、あらゆる物品の需要に対応するために、年
中無休 24 時間体制で稼働しています。

ワシントン州シアトルに拠点を置く商用不動産
会社、Kidder Mathews のシニア バイス プレジデ
ント、Michael Daniels 氏はこう語ります。「パンデ
ミックが起きたときは、2008 年の再来になるか
と、本当に心配しました。しかし、必要不可欠なサ
ービス産業は稼働し続けました。食品や医薬品
などを扱う倉庫業務は、必要不可欠な仕事（エッ
センシャル ワーク）に分類されています。オンラ
イン ショッピングや食料品に対する需要が加速
しているため、関連企業では倉庫のスペースを拡
張する需要が高まっています」

小売りから物流へのシフトは、米国の商業ス
ペースの用途にも影響を及ぼしています。『The 
Wall Street Journal』誌の最近の記事は、ショ
ッピング モール運営会社の Simon Property 
Group と Amazon が、Sears と J. C. Penney の
店舗を配送センターに転換することを検討中と
報じています。6
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建設現場
建設業への影響もさまざまです。Royal BAM 
Group のデジタル コンストラクション ディレ
クター、Menno de Jonge 氏は、こう話します。「
ソーシャル ディスタンスのルールを適用した結
果、従来型の建設現場では、労働力の生産性が
低下しました。ただし、現場のタイプによって影
響はさまざまです。たとえば、道路や橋梁などの
土木エンジニアリング プロジェクトでは、もとも
と互いに距離を取りやすい現場なので、労働生
産性の低下はそれほど見られません。一方、オフ
ィス ビルや学校などのプロジェクトでは、かな
り大きな影響があります」 

De Jonge 氏は、建設現場でソーシャル ディスタ
ンスを確保することで、むしろ良い影響がもたら
されたケースも発見しています。「作業員が互い
に距離を確保しなくてはならないので、互いに
邪魔することがありません。そのため、労働生産
性はむしろ向上しました」

組織への影響を理解する

生産性を俯瞰的に見る
リモート ワークの導入による生産性への影響
についてはさまざまな見解がありますが、今回
の状況は、これまでとは根本的に異なっていま
す。かつてリモート ワークの勤務形態は例外的
なものでしたが、パンデミックによって、それ
が普通になりました。そのため、当時と現在の
影響を比較できる明確な基準はありません。単
に同じ物差しが使えないのです。

パンデミックをきっかけとしたリモートワーク
の導入によって、一部の事業では生産性が向上
しました。ビジネス リーダーたちは、この予想外
の結果に喜び、そして不安を感じました。オート
デスクの CIO、Prakash Kota 氏はこう話します。
「誰もが、外出自粛期間中に生産性が向上した
と話していました。しかし私たちは、一部のケー
スについて、人々が頑張りすぎて燃え尽きてし
まうのではないかと心配しています。これは短
距離走ではなく、マラソンなのです」7

実際、『Harvard Business Review』誌は 2020 
年 8 月の記事で、約 680 人のホワイトカラー 
労働者を対象としたアンケート調査に基づき、 
ロックダウン開始直後の数週間で、労働時間を 
10 時間以下に維持できたのは従業員の半分に
過ぎなかったことを明らかにしています。ロック
ダウン以前は、ほぼ 80% の従業員が維持でき
ていました。8
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また、部門によっては、分散型の作業に向い
ているものと、向いていないものがありま
す。Moog, Inc. の成長・イノベーション部門グ
ループ バイス プレジデント、Ari Almqvist 氏は
こう話します。「設計エンジニアリングや概念設
計のような業務の場合は、バーチャル環境の
方がむしろ適しているし、柔軟性も向上します。
ただし、まずは時間をかけてベースとなるチー
ムや関係性をしっかりと構築する必要があり
ます。バーチャル環境の作業では、さまざまな
人材を雇用しやすくなるという面で、柔軟性が
生まれます。必ずしも隣の席に座っているエン
ジニアではなく、それぞれの職務に最も適した
エンジニアに仕事を任せることが可能になる
からです」

デジタル化の加速
パンデミックの発生以降、テクノロジーの使用
方法も変化しました。Altimeter が実施した調
査によると、中国を除くすべての国で、デジタ
ル トランスフォーメーションが加速した要因の
第 1 位に COVID-19 が挙げられました。中国で
は、COVID-19 を主な要因として挙げた人はわ
ずか 19% に留まりました。一方、ドイツでは回
答者の 40% が、デジタル トランスフォーメーシ
ョンを推進している主な要因として COVID-19 
を挙げました。9

このように一般的には、クラウドベースのテ
クノロジーやコラボレーション ツールの導入
が、パンデミックによって加速していると理解
されています。またその他に、サプライ チェー
ンや人工知能システムにも影響がもたらされ

ています。『MIT Technology Review』の 2020 
年 5 月の記事「Our Weird Behavior During 
the Pandemic Is Messing With AI Models」
（パンデミック禍の奇妙な行動が AI モデルを
混乱させている）では、2 月末の 1 週間に起き
ためまぐるしい変化について考察しています。
「COVID-19 の発生後、私たちはそれまで一度
も購入したことがなかったものを購入し始め
ました。この転換は突然起こりました。それまで 
Amazon の主力製品で売上トップ 10 を占めて
いたのは、スマートフォン ケース、スマートフォ
ン充電器、Lego などでしたが、これらの商品は
わずか数日のうちにランキングから姿を消し、
代わりにトイレット ペーパー、マスク、手指消毒
薬、ペーパー タオルなど、コロナ禍の必需品が
ランク入りしました」

このような行動の変化は業務システムに影響を
及ぼしました。「在庫管理、不正検出、マーケティ
ングなどのシステムを動かすアルゴリズムに支
障が出ています。標準的な人間の行動に基づい
てトレーニングされた機械学習モデルが、標準
が変化したことを認識し、一部は想定どおりに
機能しなくなっています」

人への影響

強制的な環境にも人間はすぐに適応できる
人々はリモートワークの導入に、短期間で適応
しました。これは意外な影響のひとつでした。 
「人々がこれほど短期間のうちに、うまく適応
できたことに驚きました」と、企業分析を手がけ
る Humanyze の代表取締役兼共同創設者、Ben 
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Waber 氏は言います。「以前の在宅勤務のデー
タを見ると、一貫してかなり悪い影響が示され
ていたため、懸念していました。しかし、今回大
きく違っていたのは、すべての人々が同時に在
宅勤務を実践した点です。過去の調査では、オフ
ィス勤務のケースと比較していました。そのこと
に要因があったかもしれません」

もうひとつ意外な結果となったのは、デジタル 
テクノロジーに最も抵抗を示していた人々でさ
えスピーディーに対応できたことでした。Royal 
BAM の De Jonge 氏は言います。「人々が変化
を受け入れるにはもっと時間がかかると、以前
は思っていました。しかしこのパンデミックで、
人々がほんの数日間のうちにアナログからデ
ジタルへと働き方を転換できることを知りまし
た」

今回のどうにもならない状況に対して人々がス
ピーディーに適応できたことは、ひとつのチャ
ンスを示していると、彼は続けます。変更管理に
関する従来の常識とは異なり、このように危機
的な状況でなくても、実際は迅速に変化に適応
できるのだと話します。「本当に必要に迫られれ
ば、人々はすばやく変化に対応できます。つまり、
私たちはまず、変化すべき理由を理解する必要
があるのです」

対面型のつながりは今も重要
これまでに確認されたパンデミックの影響に
は、長時間労働、信頼性の高い作業スペースや
ツールの不足、画面を見る時間が長くなり人と

のつながりが希薄になる、不安定なインターネ
ット接続や電力、育児や介護の必要性、経済的
困窮などがあります。私たちは、家族や友人など
大事な人々が病気になったり亡くなったりする
危険があることから、新たな働き方へと変換せ
ざるを得ませんでした。しかし、こうしたあらゆ
る影響に耐え続けることは難しいでしょう。

ソーシャル ディスタンスが会社組織の機能に及
ぼす影響
現在、初期の COVID-19 の感染拡大から表面上
は平常に戻りつつある地域も一部ありますが、
外出制限が続いている地域もあり、大部分の地
域が、この 2 つの段階の間を揺れ動いています。
それもほとんどの場合、通告は突然下されます。
パンデミックがいつ終わるかは誰にも分かりま
せん。とはいえ、明らかになった事実や必須条
件もいくつかあります。10

オフィス、建設現場、学校、小売店、倉庫などの人
々が集まる場所は、ウイルス感染のリスクが減
るように設計する必要があります。また、急激な
変化にも対応できる柔軟性を十分に確保しなく
てはなりません。さらに、そうしたことのすべて
を、人々の身体的・精神的健康や、予算をはじめ
とする企業のニーズをすべて満たす方法で実現
する必要があります。火災や自然災害などの非
常事態に備えて、生命の安全を確保する必要も
あります。今後予想される変化のうち、最も顕著
なものを次に示します（図 1 を参照）。11

9www.altimetergroup.com | @altimetergroup | info@altimetergroup.com

http://www.altimetergroup.com
https://twitter.com/altimetergroup
mailto:%20info%40altimetergroup.com?subject=SAS%3A%20Real-time%20and%20Predictive%20Commerce%20Playbook%20for%20CMOs


人口密度と空間の
要件

移動ルートの 
プランニング

リスクの計算 速度と流れ

変化した
こと

オフィス、小売店、学
校、その他の場所の収
容可能な人数が減少。

安全な距離を取るた
めに、余分なスペー
スをとる必要がある。
移動ルートの通行人
数が厳しく制限され、
一方通行の流れの測
定方法を再考する必
要がある。プランナー
は、人々が互いの近く
を横切る機会を最小
限に低減させる必要
がある。

防火や避難経路な
どの「命の安全」に
フォーカスしたうえ
で、COVID-19 の感染・
伝染予防に取り組む。

歩行速度は変わらな
いことが予想される
が、人との間のスペー
スを確保する必要が
あるため、人の流れの
速度が遅くなる。

変化が意味
すること

単位面積あたりの生
産性の低下は、空間の
価値がかつてないほ
ど高まっていることを
意味する。

プランナーは、ほとん
どの場所が一方通行
になるように移動ル
ートを検討する。間仕
切りなどを取り入れ、
建物内の移動ルート
をより安全なものに
する。

時間の経過とともにバ
ランスを取り戻すこと
が予想されるものの、
確実ではない。

建物や建設環境への
出入りや移動に、以前
より時間がかかる。

図 1：COVID-19 によって変化したもの

出典：Autodesk および Movement Strategies
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ソーシャル ディスタンスの確保が最も困難な理
由の 1 つは、通常の社会生活が侵害されること
です。1963 年、人類学者 Edward Hall 氏は「プ
ロクセミックス」（近接学）という言葉を作りま
した。これは、対面でコミュニケーションをとる
際の対人距離が、文化的背景でどのように異な
ってくるかを示すものです。12 この理論は、ドラ
マ『Seinfeld』（邦題：『となりのサインフェルド』）
で、Elaine の新しいボーイフレンドが「至近距離
で話す人」であるため友人たちが戸惑う、という
エピソードに分かりやすく描かれています。13

私たちは少なくとも今のところは、遠く離れて会
話する必要があります。Hall 氏の理論では、対人
距離を 2 メートル以上とることを強制されると、
人は疎外感とまではいかなくても、居心地悪く
感じるといいます。Allsteel の職場戦略バイス  
プレジデント、Jan Johnson 氏はこう話します。 
「マスクを着用することで、コミュニケーション
を促進する視覚的情報が失われてしまいます。
表情を捉えることもできず、距離が離れているた
めに堅苦しくも感じます。ちょっとした社交的な
会話でさえ、人々が本当に求めている満足感は
得られません」

ソーシャル ディスタンスの確保を長期的に続け
た結果の影響について、完全に理解するにはま
だ早すぎますが、この Hall 氏の研究からビジネ
ス リーダーたちが学べることがあります。コミュ
ニケーションにおけるこうした影響を克服する
ために、かつて職場環境で得られた仲間意識や
心地よさを、リモート環境でも育む方法を検討
すべきだということです。

「弱いつながり」の戦略的な重要性
人々がそれぞれに自宅で孤立することから生じ
る、微細ながらもきわめて重要な副作用として、
「弱いつながり」が失われてしまうことも挙げ
られます。「弱いつながり」とは、知人や職場の 
同僚など、日常的に交流するほど親しくもない 
人々との関係を指します。この「弱いつながり」
の重要性について、スタンフォード大学の社会
学者 Mark S. Granovetter が 1973 年に指摘し
ました。14 逆に「強いつながり」とは、家族、友人、
職場の親しいチーム メンバーなどを指します。

かつては、就業中にこうした「弱いつながり」の
人々と偶然的に交流する機会がありました。こ
の機会を失うことには、実は大きな影響があり
ます。『Harvard Business Review』誌の研究に、
次のような記述があります。「物理的な空間は、
普通なら一緒に仕事をしないような人々も偶然
的に結び付け、その交流から新たなアイデアが
閃きます。一方、バーチャル環境で働く人々の間
では、雑談や世間話が減る傾向にあり、結果的
に信頼関係の低下につながっていることが研究
結果に示されています。のびのびとしたコミュ
ニケーションや信頼関係の低下は、イノベーシ
ョンやコラボレーションを根底から揺るがす可
能性があります」15

ここには大きな問題が 2 つあります。1 つ目は、
のびのびとしたコミュニケーションが減少した
ことによる影響を把握するには、もっと時間が
かかることです。2 つ目の問題については、この
研究の共著者である Humanyze の Waber 氏
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がこう述べています。「私は実際、こうした弱い
つながりをパンデミック前と同レベルで維持し
ている企業や部署を見たことがありません。そ
れがまったく不可能とは言いませんが、中長期
的な影響が表れるのはこれからです。今後、多く
の企業で納期やマイルストーンに遅れが生じた
り、製品の数が減ったり、品質が下がったり、と
いったビジネスに支障をきたす問題が生じるで
しょう」

こういった兆候が、すでに表れ始めている企業
もあるかもしれません。Waber 氏はこう警告し
ています。「多くの人々が、『大変だ、サプライ チェ
ーンがめちゃくちゃになっている』とか、『あの会
社は財政的に逼迫している』などと書き立てて
います。それが真実ではないとは言いませんが、
つながりの劣化が原因となっていると思います。

そして今後、こうしたことはますます増えていく
でしょう。そして、そこから復活することは非常
に困難となります」 

たとえば最新情報、報告、トレーニング セッシ
ョンなどの情報を共有するためのミーティング
は、リモート ワークでもある程度対応できます。
最も危険にさらされているのは、のびのびとし
た自由な交流です。Waber 氏は言います。「誰と
でもチャットでコミュニケーションはできます
が、かつてと同じようにはいきません。以前は週
に 1 回、5 分ほどコーヒー マシンの側で気軽な
会話を交わしていた人と、そのためにわざわざ 
Zoom 会議の予定を組もうとは思わないでしょ
う。オンラインでわざわざ話す必要もない、適当
な雑談だからです。つまり、かつてと同じように
はいかないのです」16
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値基準がベースとなっていて、これがスペースの
配分にも影響を及ぼします。そして、そのような
手法は、もはや私たちのニーズに適さないかも
しれません。 Allsteel の Johnson 氏は、企業の
スペース配分を決定する手法として長い間使わ
れてきた 3 つのモデルについて、次のように説
明しています。

1. ステータス。スペースの配分は権力に基づき
ます。高い役職の従業員ほどオフィスが広くな
り、低い役職の従業員はパーテーションで仕
切られた小さなブース内のデスクに座ります。
プロフェッショナル サービス企業の角部屋な
どは、その象徴的なものといえるでしょう。

2. 均等待遇。スペースの配分は平等主義に基づ
きます。役職にかかわらず、すべての従業員に
同じ広さのスペースが与えられます。これはテ
クノロジー企業によく見られる光景で、1980 
年代に Intel の元 CEO、Andy Grove 氏から広
まったものです。同氏は Intel の他の従業員と
同じ 8x8 フィート（約 2.4 メートル四方）のブ
ースを自席としました（さらに、専用の駐車ス
ペースも所有しませんでした）。 

職場のあり方を見つめ直す 
 
疾病などの危機的な状況をきっかけに物理的
環境の対策を講じるという考え方は、とりわけ
新しいものではありません。『The New Yorker』
誌の最近の記事「How the Coronavirus Will 
Reshape Architecture」（新型コロナウイルス
がいかに建築の形を変えるか）では、結核によ
って 20 世紀初頭のモダニズム建築が生まれ
た背景には、「病気に対する恐怖や、細菌が潜む
暗い部屋や埃っぽい角をなくしたいという欲
求」があったと解説しています。この記事の著者
は、COVID-19 でも同じような影響が起こるだろ
うと論じています。「何 ヵ月も自宅にこもるとい
う私たちの集団的な経験が、近い将来の建築物
に影響を及ぼすでしょう」17

では、具体的にどのような影響が起こるので 
しょうか？

健康と安全が第一であることは間違いありませ
んが、その他に経済的、人的要因についても考
慮する必要があります。モダニズムは、より明る
く、風通しの良い環境を建築する必要性から生
まれた部分もあるでしょう。ただし、商業用不動
産市場は 1 平方フィートあたりの価格などの価
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3. 多様性。各チームのニーズに応じてスペース
が配分されます。つまり、各チームの活動や、個
人/グループの作業プロセスに、どのようなス
ペースが必要かをよく理解することにもつな
がります。

Johnson 氏はこう話します。「私が好きなのは、多
様性に基づいた配分方法です。企業で実際に行
われているさまざまな活動内容が、よく反映され
る方法だからです。この手法では当然、そうした
活動の本質について徹底的に理解し、これに応
じて設計することに取り組む必要があります。ま
た、時間の経過とともにさまざまな変化に応じて
進化できるように、物理的な適応性も考慮する
必要があります」 
 

 
個々の健康を考慮した設計
パンデミックの発生から半年間で、職場からリ
モート ワークへの突然の転換によって、前例の
ない問題や、健康への影響が従業員にもたらさ
れることが明らかになりました。従業員の多く

は、十分なサポートもないままに、複数人の家
族と一緒に生活する自宅を職場や学校へと変
換する必要がありました。一方、雇用者はソーシ
ャル ディスタンスの要件に対応するために準備
し、今後を推測しながら計画を立てる必要があ
りました。

従業員の健康を効果的に評価するには、総合的
にアプローチする必要があります。そのために、
職場の従業員の経験について、精神面と身体面
の両方から考えることが重要になります。行動
の健康に関する全米協議会（National Council 
for Behavioral Health）は最近、COVID-19 につ
いての見解を発表し、パンデミックによる心的
外傷の影響を明確に指摘しました。18 このレポ
ートは行動医療の専門家に向けて書かれたも
のですが、ここに提示されている枠組み（安全、
信頼と透明性、コラボレーションと相互関係、意
見と選択、同僚のサポートなど）は、人間のニー
ズに注目しながら従業員の健康を考えるうえで
役に立ちます。

たとえば全米協議会は、激動の時代には特に、
リーダーが仕組みを作り、維持することを推奨
しています。「引き続き会議を開催しつつ、時間
を守り、これまで通りに行動することを自ら実
践して、スタッフに手本を示しましょう。上司は
こまめにスタッフの状況を確認し、調子はどう
か、何が必要かを尋ねましょう」
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価値を創造する設計
パンデミックの最も顕著な影響のひとつは、一
部の職場が突然閉鎖された一方で、その他の職
場の需要が急上昇したことです。商業スペース
に対する需要のバランスは、時間の経過ととも
に元に戻っていくでしょう。とはいえ、多くの施
設は当面、以前のような収容人数で運営するこ
とはないことが推測されます。「私たちはこれま
で、たとえば従業員 1 人あたりの面積といった
ように、コストとスペースに基づく指標で判断し
てきましたが、この指標はもはや機能しません」
と、Johnson 氏は言います。「そもそも、価値の
創造に建物環境がいかに貢献するかについて
は、これまでの指標にまったく反映されていま
せんでした」

価値の創造を検討する際に、従業員 1 人あたり
の面積が役立たないとしたら、代わりにどんな
指標を使えばよいでしょうか？Johnson 氏は、
職場を単純に「従業員を収容するための静的な
構造物の集合体」と考えるのではなく、企業の
主な活動を支える動的な分散型エコシステムと
考えるのが、第一歩だと言います。そしてこれを
踏まえた価値の創造は、ビジネス目標や企業文

化に関するニーズを評価して、スペースに直接
結び付けた結果の成果となります。そう考える
と、オフィスはデスク ワークのための固定され
た場所ではなく、ソーシャル ハブやミーティン
グ センターのようなものとなっていきます。さら
に社会的な結びつきを強化するための取り組
みも、そこに含まれるかもしれません。

オフィスの基本的な目的は、価値を創造するう
えで非常に重要な役割をもつ「弱いつながり」
を維持することだと、Herman Miller のデジタ
ル イノベーション バイス プレジデント、Ryan 
Anderson 氏は考え、これを「意図的な交差点」
と呼んでいます。同氏はこう話します。「オフィス
の基本的な目的は、拡大したネットワークの健
全性を維持し、人々が企業文化や企業精神に接
することのできる場を提供し、帰属意識とコミュ
ニティを育むことです。つまり、遠距離恋愛のよう
なものです。そんなオフィスのあり方も可能なの
です。この方法で成功できるかどうかは、場合に
よります。私たちが場所を共有することを好むの
には理由があり、その大部分は人間関係の構築
にあります」
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動産・グローバル施設・EHS シニア バイス プレ
ジデント、Mark Pringle 氏は、 これは職場の再
開を知らせるためだけでなく、職場計画をサポ
ートする構造的なプロセスを開発するためのア
イデアだと言います。「エッセンシャル ワーカー
を除く従業員の 95% が在宅勤務になるとは、誰
も予想しなかったでしょう。今はデータを集め、
将来を見据えて動くことが、成功へのカギとなり
ます」  

「柔軟性 = 機敏性」ではない
リモート ワークのニーズに短期間で適応でき
た人もいれば、一時的に生産性が向上した部門
などもありますが、状況の分析はまだ完全とは
いえません。 Volker Wessels のディレクター兼 
ICT、Jeroen Cornelissen 氏はこう言います。「私
が会話した人々の多くは、在宅勤務になったこ
とでアジリティ（機敏性）が得られたと言います
が、柔軟性と機敏性は同じではありません。ここ
に克服すべき課題があります。多くの人々は既
に、『目標は 達成した。新しいツールも提供した
ことだし、デジタル化は完了だ』と考えています
が、それは間違いです」

 
 

企業の回復力を高める設計
パンデミックは異例の事態だったと考える人も
いれば、既にあった流れを加速させただけと考
える人や、まったく新しい働き方へと転換する
きっかけとなったと考える人もいます。このよう
に、パンデミック後の動向についてはさまざま
な見解がありますが、あらゆる業界で意見が一
致するテーマもあります。それは、会社組織とリ
ーダーシップの両面における、回復力の重要性
です。 Gartner 氏の提唱する会社組織の回復力
のモデルは、リーダーシップ、文化、人、プロセス、
そしてインフラの 5 つのカテゴリで構成されて
います。19

パンデミックの影響に関する過去のデータはま
だありませんが、Dell などの企業は事業全体の
データを積極的に収集し、予測分析を適用して
リスクやその他の要因を評価し、その結果得ら
れた情報を分散型の職場を計画するうえで活
用しています。 収集データには、コラボレーショ
ン ツール、電子メール、ビジネス アプリケーショ
ン、Smartsheet からのシグナルや、その他の 
データセットが含まれます。Dell の法人向け不
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会社組織の機敏性を獲得するためには、直面し
た変化に個々に適応するだけでなく、組織全体
で変化を適用し、運用していく協調的な取り組み
が必要となります。そのためには、分散型勤務の
要件やプロセス、テクノロジー、文化的な影響に
ついて理解し、持続可能な方法でこれを支えら
れるインフラが必要となります。 

もはや適切でない二元的な職場モデル
パンデミック後、無人になったり人数が減少し
たりして十分に活用されていないオフィス ス 
ペースの費用を企業が支払い続けるという影
響が出ています。その他にも、さまざまな領域の
脆弱性が、パンデミックによって露呈しました。
たとえばリース形式や、仕事場と住居に関する
固定観念、従来の「職場と自宅」という認識など
です。この「職場と自宅」という認識を変えるの
はなかなか難しいものの、もはや動的な職場の
性質に適切なモデルではありません。このモデ
ルには、さまざまなリスクがあります。変化し続
けるニーズにすばやく柔軟に対応できないこと
や、莫大な運用コスト、生産性の低下、適切な人
材を集められないなどのリスクです。 

 

従業員のニーズと期待の変化
働き方や働く場所に対する従業員の期待が変
化しているという問題もあります。今年の初頭
に、Dell の Pringle 氏はこう言いました。 「オフ
ィスではなくリモート環境でも問題なく仕事が
できるという、意識の変化がありました。その結
果、仕事はもはや特定の場所や時間に縛られる
ものではなくなり、成果がすべてとなります」と、
同氏は言います。これにより、一部の市場では、
量的なサービス（フード サービス、フィットネス 
センター、休憩室）から質的な問題（健康、多様
性と一体感、コミュニティ感覚）へと、注目の対
象が変化しました。 ただし市場によっては、イン
フラ、インターネット接続、食事の確保などの、最
も基本的なニーズを優先する必要がある場合も
あります。

こうしたすべてのテーマが、個人や組織が硬直
化してしまう危険性や、成長に向けた思考方
法の価値を明確に示しています。20 IA Interior 
Architects のマネージング プリンシパル、Dave 
Kutsunai 氏はこう話します。「重要なのは、機敏
性を獲得し、学び続け、調整していくことです。固
定的なアプローチは、すぐに過去のものとなっ
てしまいます」
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ビジネス リーダーへの 
推奨事項
1. この経験を成長促進のチャンスと 
とらえる。

17 の企業を代表する 21 人のリーダーと会話し
た中で最もよく話題になったテーマは、不確実
で混乱したこの状況下でも、ここで得られた経
験を、職場の役割や構造に関する思い込みを変
革する（少なくとも見つめ直す）チャンスととらえ
よう、ということでした。職場を、従業員を収容す
るための静的な場所ではなく、成長を実現する
ための場所にするためには、どうすればよいでし
ょう。また、オープン プラン オフィスなど、流行し
てはいるものの結局は逆効果となるモデルを回
避するには、どうすればよいでしょう。  

そのためには、個人の健康、経済的価値、組織
の回復力に影響する要素を徹底的に評価する
必要があります。 

2. 従業員の健康を総合的に考える。

パンデミックの禍中には、安全や健康、実用的な
ニーズだけでなく、分散型勤務によって従業員
やその家族にもたらされる影響について全体的
に考慮することが重要です。つまり、ユニット エ
コノミクスの観点で検討するだけでなく、従業員
の信頼感、連帯感、忠誠心に影響する物理的、心
理的、社会的要因についても考慮する必要があ
ります。

3. 分散した職場全体で社会的結束力を
構築する方法にフォーカスする。

ビデオ会議は、従業員の上下関係を平坦化する
という良い影響もありますが（誰もが同じサイズ
のボックスに表示されます）、疲労感や社会的孤
立感につながる可能性もあります。また、ソー 
シャル ディスタンスやマスクは身体的な健康に
は重要ですが、チームが高いパフォーマンスを発
揮しつつ成功するうえで必要となる、社会的結束
力には逆効果をもたらします。会社組織は、ソー 
シャル ディスタンスを維持しつつ社会的結束力
を高める方法を見つけることができれば、不安
定で困難な状況にも適応できる力をつけ、優位
性を得ることができるでしょう。
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4. 新たなデータ ソースや指標を 
積極的に探求し、意思決定に役立てる。

破壊的な変化が起きている時期は、従来の指標
の価値を見直し、状況の把握に役立つその他の
シグナルを探求することが重要となります。定性
的データと定量的データの両方を収集して、そ
こから従業員や顧客の体験、安全、生産性など
を分析し、不足している指標や過小評価されて
いる指標をチームから提案してもらいます。 たと
えば、生産性と感情、職場の人口密度とパフォー
マンス、コラボレーション ツールの経時的な使
用傾向などの指標が考えられます。

5. リーダーシップのスタイルを調整する
必要性を検討する。

分散型の作業環境に求められるリーダーシッ
プは、物理的な職場におけるリーダーシップと
は異なります。「現場を歩き回るマネージメント」
（MBWA、Management By Walking Around）
を、単にリモート環境で再現すればよいわけで
はありません。「むしろ、リモート環境では、どん
なリーダーシップを発揮すべきかを意識するこ
とが大切です。以前とは状況が異なるからです。
面と向かっているときと、ビデオでやり取りする
ときでは、人との接し方が異なります。そのこと
を認識する必要があります」と、Multiconsult の
最高デジタル責任者、Herman Bjorn Smith 氏は
話します。

また、誰がどのミーティングに参加すべきか、な
どの従来のパターンを再評価したり、役に立つ
こと/立たないことについての従来の思い込み
を検証できるように、いつでもコミュニケーシ
ョンをとれる状態にしておくことも重要です。
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職場の再構築チェックリスト

会社組織が、この世界的な危機をきっかけに、スペース利用方法
の根底にある固定概念を見つめ直すには、どうすればよいでしょ
うか。どのような要素を考慮すべきでしょうか。それを踏まえて、
どのような職場を新たに思い描くことができるでしょうか。この
セクションでは、さまざまなニーズを評価をする際に考慮すべき
点を、思考のきっかけとなる質問の形で提示します。

•   個人の健康：従業員の身体的・精神的な健康。
•   経済価値：スペースの利用方法が、組織の価値創造をいかに支
えるか。

•   組織の回復力：会社組織が混乱の中で成功する力。

 1. 在宅勤務の従業員には、人間工学に基づいて設計された、
次のような環境をすぐに利用できる安全なワークスペース
がありますか？

a. 安定した電力

b. インターネット接続と、これを購入する経済的手段

c. 利用可能なコンピューター

d. 静かな作業環境

e. セキュリティ

 2. 職場でソーシャル ディスタンスを確保するための、実証に
基づく、厳密かつ明確な設計ガイドライン、プロセス、ポリシ
ーが存在しますか？衛生管理や接触追跡に関して、どのよ
うな対策をとっていますか？

 3. 自宅で育児や介護をしている従業員の負担を、どのよう
な方法で軽減できますか？ （例：休暇、保育サービス、柔軟
なスケジューリング、カウンセリング サポートなど）

 4. 分散型の作業環境で在宅勤務する従業員をうまくプロセ
スに組み込むために、何ができますか？

 5. 設計作業の共同プロジェクトやチーム ミーティングで、さ
まざまに混在した勤務形態（リモートとオンサイトの従業員
など）をうまくサポートするために、何ができますか？

 6. 自宅とオンサイトの作業スペースをどのように構成すれ
ば、オンサイトとリモートの従業員の間で同等性と帰属意識
を促進することができますか？

 7. 従業員はビデオ会議やビジネス ツール、コラボレーショ
ン ツールの使用に、何時間を費やしていますか？また、頑張
りすぎて燃え尽きないようにするために、どのような予防
策を講じることができますか？

 8. 従業員は全体で何時間働いていますか？過労のリスクは
ありませんか？

 9. ソーシャル ディスタンスに関するベスト プラクティスと
要件を遵守していますか？

 10. ソーシャル ディスタンスに関するベスト プラクティスと
要件を遵守していますか？

従業員の健康
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 1. 在宅勤務/リモート ワークにはないオフィスの良さは何で
すか？

 2. オフィスにはないリモート環境の良さは何ですか？

 3. オフィスで生産性を妨げるものは何ですか？

 4. 自宅やその他のオフサイトの場所で生産性を妨げるもの
は何ですか？

 5. 社会的な交流やチーム メンバー同士の交流の場としてオ
フィスを安全かつ生産的に活用するにはどうすればよいで
すか？

 1. 新たに再構築された職場で、最も望ましいリーダーシップ
の資質は何ですか？私たちに不足している必要スキルは何
ですか？従来の特性のうち、もはや役に立たないものは何
ですか？

 2. 分散型の作業環境で、配慮の行き届いた確かな方法で企
業文化を広めるためには、どうすればよいですか？

 3. さまざまな種類の作業スペース全体にわたり、ソーシャル 
ディスタンスの要件を守りながら、職場の連帯感を促進する
ために、組織としてどのようなことができますか？

 4. 分散型の環境で効果的に働けるように社員の能力をサ
ポートするには、どのようなプロセスを導入する必要があり
ますか？プロセスの導入にあたり、どのようなデータが必
要ですか？また、そうしたデータを判断基準として役立てる
には、どのような方法で測定すればよいですか？

 5. 分散型の作業を大規模かつ安全に推進するためには、ど
のようなインフラやビジネス アプリケーションが必要です
か？

 6. チームのニーズに基づいて簡単に再構成できるモジュー
ル式スペースをどのように設計できますか？

 7. リモート環境で生産性の妨げになるものを、どうすれば
軽減できますか？

 8. あらゆるオプションが相互に補完するような最善の方法
は何ですか？

 9. 税金や負債の観点で、これらのモデルにはどのようなリ
スクがありますか？

 10. 商業スペースに対するニーズには、どのような影響があ
りますか？

 6. 職場の安全を確保するための持続可能なモデルは、どの
ように作成できますか？また、そのためにどのようなツー
ル、プロセス、ポリシーが必要ですか？

 7. 安全性やデータの使用に関して、従業員が一番懸念して
いる信頼性の問題は何ですか？

 8. 分散型の作業環境で、コラボレーションを最適化するに
はどうすればよいですか？ツール以外に、一体感や帰属意
識を促進するために、どのような手法を活用できますか？

 9. 関係者に影響を及ぼす意思決定プロセスに、効果的な方
法で関係者に関与してもらうには、どうすればよいですか？
多様な意見をうまく尊重して取り入れるには、どうすればよ
いですか？

 10. 信頼関係とコラボレーションを強化し、強固な人間関係
だけでなく、「弱いつながり」の価値も維持するには、どのよ
うな方法がありますか？

価値創造

組織の回復力
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将来を想像する

パンデミックが発生してから、私たちの日常生
活や世界観は大きく変わりました。しかし、少な
くともビジネス的な観点でいえば、私たちがこれ
まで目にしてきた劇的な変化は、パンデミック
から生まれたわけではありません。パンデミッ
クは、そうした変化を加速させたのです。デジタ
ル トランスフォーメーションは、それ以前から既
に多くの企業で進められていました。分散型の
作業も一般的になりつつありました。そしてパン
デミックが起きてから過去 9 ヵ月間の間に、組
織の脆弱な部分が明らかになり、これを解決す
るためにはもっと回復力のあるインフラや、職場
戦略、リーダーシップ力が必要なことが分かった
のです。 

この不安定な環境で成功するためには、私たち
全員が、この世界の現実を徹底的に受け入れる
必要があります。また、新たな分野のリスクやチ
ャンスを予見するために、想像力と計画を強化し
ていく必要があります。

Volker Wessels の Cornellisen 氏は、将来に向
けていかに準備ができているかを評価するた
めに、広い視野で考えることを提案しています。
近い未来のニュー ノーマルを想像しようとする
よりも重要なのは、「これから 1 年半後のニュー 
ノーマルの日常で、仕事を続けていく力はある
か？」だと、同氏は問いかけています。
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11 安全なソーシャル ディスタンスの実践方法については、次の資料を参照してください。https://www.autodesk.
com/redshift/designing-for-social-distancing/. エンジニアや設計者の方には、次の資料の参照をお勧めします。 
https://www.movementstrategies.com/news/webinar-adapting-to-the-next-normal-practical-design-for-
social-distancing

12 Hall, Edward T. (1966). The Hidden Dimension. Doubleday: New York..
13 “The Close Talker.” Seinfeld: https://youtu.be/sRZ5RpsytRA 
14 Granovetter, Mark. “The Strength of Weak Ties.” American Journal of Sociology. May 1973 (https://www.jstor.

org/stable/2776392?seq=1#page_scan_tab_contents). 
15 Bernstein, et. al., “The Implications of Working Without an O�ice.”
16 Bernstein, et. al., “The Implications of Working Without an O�ice.”
17 Chayka, Kyle. “How the Coronavirus Will Reshape Architecture.” The New Yorker. June 17, 2020 (https://www.

newyorker.com/culture/dept-of-design/how-the-coronavirus-will-reshape-architecture). 
18 “Building Organizational Resilience in the Face of Covid-19.” National Council for Behavioral Health. (https://

www.thenationalcouncil.org/wp-content/uploads/2020/03/Building_Organizational_Resilience_in_the_
Face_of_COVID-19.pdf?daf=375ateTbd56). 

19 Witty, Roberta. “How to Ensure Organizational Resilience in the Age of COVID-19.” SiliconANGLE. April 10, 
2020 https://siliconangle.com/2020/04/10/how-ensure-organizational-resilience-age-covid-19/

20 成長に向けた思考方法に関する理論の詳細は、次の資料を参照してください。https://hbr.org/2016/01/what-
having-a-growth-mindset-actually-means.
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手法 
本ドキュメントは、建築、製造、設計、エンジニア
リング、建設、不動産、メディア・エンターテイン
メント、デザインなどの分野に携わる 21 人の専
門家、実践者、技術ベンダー、投資家、その他の
関係者との、オンラインや対面による会話に加
えて、テーマに関連する書籍、記事、ニュース報
道などの二次的な調査に基づき作成されまし
た。次の皆さまのご協力に、心より感謝を申し
上げます。

• Allsteel 職場戦略バイス プレジデント/ 
Jan Johnson 氏

• Animal Logic グループ最高技術責任者/
Darin Grant 氏

• オートデスク CIO/Prakash Kota 氏、 主任エ
ンジニア/Pete Thompson 氏

• Dell 法人向け不動産・グローバル施設・EHS 
シニア バイス プレジデント/Mark Pringle 氏

• Digital Mortar CEO/Gary Angel 氏
• EchoVC 創設者兼マネージング ゼネラル  
パートナー/Eghosa Omoigui 氏

• Gensler プリンシパル兼マネージング ディレ
クター/Randy Howder、プリンシパル兼マ 
ネージング ディレクター/Hao Ko 氏

• Herman Miller デジタル イノベーション バイ
ス プレジデント/Ryan Anderson 氏

• HNI 製品設計開発バイス プレジデント/
Jason Heredia 氏

• Humanyze 代表取締役兼共同創設者/ 
Ben Waber 氏

• IA Interior Architects マネージング プリンシ
パル/Dave Kutsunai 氏

• Kidder Mathews シニア バイス プレジデン
ト/Michael Daniels 氏

• Moog, Inc. 成長・イノベーション部門グルー
プ バイス プレジデント/Ari Almqvist 氏

• Movement Strategies アソシエイト ディレク
ター/Aoife Hunt 氏、 
リサーチ リード/Steve Gwynne 氏

• Multiconsult 最高デジタル責任者/ 
Herman Bjorn Smith 氏、 
CIO 兼 IT ディレクター/Baste Amble 氏

• Royal BAM Group デジタル コンストラク 
ション ディレクター/Menno de Jonge 氏

• Volker Wessels ディレクター兼 ICT/ 
Jeroen Cornelissen 氏

 
本レポートに記載される資料の一部は、過去に
Autodesk Redshift で公開された『Designing 
for Social Distancing: Balancing Safety and 
Human Connection』に掲載されたものです。
本書における調査結果と分析はすべて、 
Altimeter により独立して行われた調査結果を
示します。
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著者および発行者について 

シニア アナリスト/  
Susan Etlinger

Susan Etlinger 氏は、世界的に認知されている
デジタル戦略のエキスパートです。人工知能、技
術倫理学、データを専門分野としています。 
Altimeter に勤務するほか、カナダを拠点と
する独立系・無党派シンクタンク Centre for 
International Governance Innovation のシニ
ア フェローであり、米国国務省スピーカー プロ
グラムのメンバーでもあります。クライアントと
協力しながら、AI などの高度な技術がビジネス
に与える影響を評価し、使用事例、機会、リスク、
組織的・文化的に考慮すべき事項を特定してい
ます。 また、テクノロジー ベンダーと協力しなが
ら、同氏の独自の調査に基づき、製品ロードマッ
プや戦略を策定しています。

2019 年には、AI に特化した戦略研究コンサル
タント会社の Lighthouse3 により、100 Brilliant 
Women in AI Ethics（AI 倫理学分野で輝く 100 
人の女性）の 1 人に選ばれました。また、同氏
の TED トーク、「What Do We Do With All This 
Big Data?」（ビッグデータにどう向き合うべき
か？）は 25 の言語に翻訳され、視聴回数は 130 
万回を超えています。同氏の研究は世界中の大
学のカリキュラムで使用されており、 『The Wall 
Street Journal』、『The Atlantic』、『The New 
York Times』、BBC など、多数のメディアで引用
されています。また、カリフォルニア大学バーク
レー校で修辞学の学士号を取得しています。

Altimeter （Prophet）について

Altimeter は、Prophet Brand Strategy が所有する調査・コンサルティング会社です。企業がテクノロ
ジー ディスラプションについて理解し、対処することができるようにサポートしています。また、ビ
ジネス リーダーに知見を提供し、自信を育み、混乱に直面しても成功できるように企業を導いてい
ます。Altimeter のアナリストは、調査結果を発表するだけでなく、リーダーシップ、デジタル トラン
スフォーメーション、社会的事業、データ ディスラプション、コンテンツ マーケティング戦略の動向
について見解を述べ、戦略についてコンサルティングを提供しています。

オートデスクについて

オートデスクは、新しいものを生み出す人々のためにソフトウェアを開発している会社です。高性
能な車を運転したり、そびえ立つ摩天楼を見上げたり、スマートフォンを使ったり、素晴らしい映画
を見たりしたことはありますか？あなたもきっとこの世界のどこかで、オートデスクのソフトウェア
から生まれたものを目にしてきたはずです。オートデスクはあらゆるものを創造するお手伝いをし
ています。詳細については、autodesk.co.jp や、ソーシャル メディアをご確認ください。
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この「成長」シリーズについて 

会社組織が、新しい不慣れな環境に適応していくなかで、安全性、回復力、成長を実現するため
の手法を確立するには、どのような戦略をとればよいでしょうか。3 部構成のこのシリーズで
は、COVID-19 パンデミックの発生によって、私たちが目撃することとなった重要な変化のほか、マ
クロ経済、業界、テクノロジーの動向について取り上げます。また、ビジネス リーダーが検討すべき
主な戦略を明らかにし、テクノロジー、職場の安全性、設計、リーダーシップの各分野の専門家から
得た新たなベスト プラクティスをご紹介します。

シリーズ第 1 回目の本レポート「職場の再構築による成長戦略」では、成長を促進する職場の役割
について再考する機会に焦点を当てています。また、第 2 回目のレポートでは、人、つまり顧客、従
業員、パートナーなどの関係者に焦点を当てます。そして第 3 回目は、イノベーション戦略と新しい
ビジネス モデルに注目して解説しています。
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情報開示  
本レポートは、オートデスクの後援のもとに独自の調査結果に基づいて作成されました。ここに記載される調査内容
には、オートデスクから提供された情報も含まれますが、すべての調査結果および分析は、Altimeter による調査に基
づき、独立して作成されたものです。

著作権 
本レポートは、クリエイティブ コモンズ ライセンス 表示-非営利-継承 3.0 アメリカ合衆国（CC BY-NC-SA 3.0 US）の
下に提供されています。このライセンスについては、次のサイトをご参照ください。https://creativecommons.org/
licenses/by-nc-sa/3.0/us/deed.ja

免責事項 
本レポートで使用されている情報およびデータは、信頼性の高い情報源に基づき作成および処理されていますが、情
報の完全性、正確性、妥当性、または使用方法については、いかなる明示的または黙示的な保証も行いません。情報お
よびデータの作成者および提供者は、本レポートに含まれる誤記または記載漏れ、あるいは解釈の誤りについて、一切
責任を負いません。本レポートで、商品名、商標、またはその他の方法で特定している製品またはベンダーについては、
著者または協力者による支援、推奨、または支持を意図あるいは意味するものではなく、広告または製品の推奨目的
で使用することはできません。本レポートに記載される見解は、予告なしに変更される場合があります。

Altimeter, a Prophet Company 

One Bush Street, 7th Floor 

San Francisco, CA 94104 

info@altimetergroup.com 

www.altimetergroup.com 

@altimetergroup 

415-363-0004
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